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	２０１５年度の食品事故調査問い合わせの状況（パル・システム総会資料より）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡＳＭＥＱ顧問　監物今朝雄


　
　６月２０日に、パルシステム生活協同組合総会が開催され、資料をいただくことができました。少し時間がたってしまいましたし、また総会に参加されて方はすでにご存じの内容と思いますが、「品質保証のまとめ」を参考にしてまとめてみました。
１、全体の申告数は前年比（以降も２０１４年度比）で減少傾向にありますが、食品部門は増加傾向が止まってはいません。
　　前年比申告件数＝青果物・米類　９６．０％、生活用品８０．９％、食品部門１０４．５％
　（東京都の保健所等に寄せられた（「食品衛生の窓」より）苦情統計の前年比比較では、食品１０８．５％、

食品以外１０８．５％と、双方ともに同じ増加傾向のままにあります。）
　食品部門別の前年比状況　（％）上段：パル・システム、下段：東京都の概要
	米穀類
	酒類
	農産青果
	水産
	畜産
	冷凍食品
	惣菜食品

	１３５．９
	１０５．１
	８７．５
	１０５．５
	８７．１
	１０８．２
	１１９．５

	―
	―
	―
	123.0
	108.2
	106.5

	卵
	パン
	菓子
	牛乳
	加工食品
	調味料
	飲料

	１００．０
	１０３．１
	１０８．７
	８８．３
	１０２．２
	６０．８
	１００．０

	―
	109.3
	―
	―
	―
	127.8


　申告内容・現象別の前年比状況　（％）上段：パル・システム、下段：東京都の概要
	毛髪混入
	虫混入
	金鉱物混入
	その他異物
	品質劣化
	食味不良
	変色

	９４．１
	１１５．４
	１１１．０
	１２１．３
	１００．０
	９５．３
	９２．６

	異物混入129.9
	変質・カビ　105.0
	異味臭　110.8
	114.8

	規格量目
	表示
	日付け
	包材不良
	人体有症
	その他
	

	１１６．８
	６８．８
	１０５．３
	９８．６
	７２．１
	８８．６
	

	
	103.3
	
	103.7
	
	


（東京都は他に「食品・器具の取り扱い112.5％」「従事者：新規項目」「施設・設備119.1％」「その他」に分類しています。）
２、多発発生事故として以下のものが報告されています。（商品名及び内容は変更しています）
　「ヨーグルト」（異臭・食味不良）
　　推測される原因＝分析検査結果では判定できる結果は現れなかった。季節要因としての温度（気温）変

化が激しかったため製造工程で、通常より時間がかかったこと（ロット）があり、通常品との微妙な違

いを、「異臭」と感じられたのではないかと推定された。

　「魚肉フレークビン詰」（異臭・食味）

　　推測される原因＝検査結果には異状が見られなかった。原料管理（鮮度）と製造工程での温度管理、時

間管理に通常製品との異常が見られたので、製造工程における複合的な要因により「傷んだような臭い」

の申告が多発したものと推定された。

　「サラダ惣菜」（異臭・食味）

　　原料（野菜）が産地切り替え直前のもので、長期間保存されたものが使用され、保管状態が原因して原
料野菜の特性・個体差もあり、エグミや原料野菜独特の臭みが強く製品に現れたものと推定された。
　「スモーク加工品」（スモーク臭強い・食味）

　　スモーク発生装置の清掃不備があり、チップが滞留し、煙の量が多くなったことが原因と推測された。

　「のし餅」（カビ・品質）

　　通常以上のカビ（家庭での保管等も原因より多くの）申告があり調査した結果、当該ロットでは製造量
が通常より多かったため、成型に使用する樹脂版を洗浄してから日数が経過したものを追加使用してた

ため、その汚れが原因と推定された。また、エージレスの外袋開封後の保管状態にも問題が見られた。

· すでにご覧になっているかも知れませんが、ＦＡＭＩＣのホームページから「平成２６年度における食品の自主回収状況について」のページを同送（添付）しました。
以上
	＜編集後記＞
■　パル・システムだけではなく、東京都の事例を見ても、またＦＡＭＩＣの集約結果からも「苦情申告」数は、一定程度覚悟しなければならないのかも知れないと思っていますが、パル・システムの「毛髪混入」「食味不良」「変色」申告は減少傾向が見られます。この点は、取り組みの成果が表れているのではと思われます。
■　多発事故の調査結果報告について、気になることは、２０１５年度の気候状況が影響されているかとも推測していますが、気になることは「製造工程での＜いつもと違う＞ことが起こっているのに」そのことが、そのまま「流れて」しまい、出荷されて「消費者からの申告を受けてから確認された」と思われる点です。
■　製造記録については、「担当者」を決めることと、必要な記録は「責任者＝記録内容の点検・確認者」を決め
ることが、ＨＡＣＣＰ管理システムの手順・原則で要求されています。記録について「書く」だけでなく、「必
要な記録について責任者が点検確認されているか」についても、再確認が必要かと思われます。
■　また、まず「異常＝いつもと違う」ことに気付くのは、現場ラインの担当者です。担当者の目と、手順が変
わったときの対応（報告、連絡）を再確認する必要も考えられました。

■このような視点からも、ＪＡＳＭＥＱでは、以下の品質・衛生管理支援の企画を計画案内しておりますので、参加を検討いただければと、ご案内させていただきます。

　　　　　　　　　　　※ご案内が届かないようでしたら、お手数ですがＪＡＳＭＥＱまで問い合わせください。
＜ＪＡＳＭＥＱ商品事故削減会議＞（ご案内中）
日時：１１月１１日（金）　受付１４：３０～　１７：１５頃修了　希望者は１７：３０～交流・交歓会

会場：新宿区大久保　パルシステム生活協同組合連合会本部会議室

内容：製造記録点検の問題点（講演　ＪＡＳＭＥＱ中村顧問）他
＜現場力ＵＰセミナー「（仮題）現場担当者にこそ知ってほしいこと」＞（１１月末までにはご案内予定）
日時：２０１７年１月１９日（木）１０：３０～１７：００

会場：新宿区大久保　新宿区コズミックセンター会議室（予定）

内容：製品の安全・品質管理は現場から＝若手・中堅にこそ知ってもらいたいこと＝

　　　講師：佐藤邦裕氏・伊藤佳和氏・小谷正史氏・ＪＡＳＭＥＱ顧問及びアドバイザー

■皆様には、ＢＣＣでお送りしていますが、取引関係者及び関連会社の関係者への送付先追加希望（メールアドレスをお知らせくださ）がありました紹介下さい。　　　　　　　　　　　　（ＪＡＳＭＥＱ　監物・中村）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


皆様のご意見、投稿もお待ちしています。
協同組合ＪＡＳＭＥＱ（ジャスメック）　
〒１６９―００７２　東京都新宿区大久保２－３－４　出光新宿ビル　４階
Ｔｅｌ　０３－６２０５－６６７７　　Ｆａｘ　０３－６４５７－６７５９
Ｅ　：　k.kenmotsu@jasmeq.com　　　　Ｅ　：　m.nakamura@jasmeq.com
お名前　　　　　　　　　　　（匿名希望は希望ペンネーム等　　　　　　　　　　　　　　）
御社名　　　　　　　　　　　　　　　（　公開可　　非公開希望　）
次号以降への掲載　　　　　　掲載希望　　　　掲載は希望しない。
（以下、自由に記載いただきメールで返信下さい。）
	題名（無くても結構です）




